
F費量賄茶JIこ罷る童晶櫨購影響評{躍について

1 経緯
「蹴脂茶j については、平成 21年 10月6日付けで、エノキタケ抽出物(エノ

キタケ由来の遊離脂肪酸混合物として)を関与成分とする特定保健用食品の表示

許可申請がなされたものである。

今般、消費者委員会新開発食品調査部会新調発食品評価調査会での審議が終了

したことから、食品安全装本法(平成 15年法律第 48号)第 24条第3項及び健康

増進法に規定する特別用途表示の許可等に関する内閣府令(平成 21年内閣府令第

57号)第4条第 1項の規定に基づき、食品安全委員会に食品健康影響評価を依頼

するものである。

2 喜平髄依頼製品の輔聾
(1)製品

①商 品 名.蹴脂茶

②食品 の 種 類 ・ 清 涼 飲 料水

@関 与 成 分エノキタケ抽出物(エノキタケ由来の遊離脂肪酸混合物

として)2.4 mg 

④一臼摂取目安量 1本 (350ml) 

⑤特定の保健の用途・体脂肪が気になる方や肥満気味の方に適する。

(2 )関与成分

エノキタケ抽出物は、食用エノキタケ(Flammulin且 velutipes(Curt.:Fr.lSing.l
子実体の熱水抽出物と、抽出残澄をアルカリ処理して得られた成分からなり、関

与成分であるエノキタケ由来の遊離脂紡酸混合物のほか、 s.グノレカン、横物性

キトサン及び複合糖質などが含まれている。エノキタケ由来の遊離脂肪酸として

は、リノール酸、臼ーリノレン駿、ベンタデカン酸、パルミチン駿等が存在して

し、る。

(3 )作用機序

in vitroにおける試験及び動物を用いた試験により、エノキタケ由来の遊離脂

肪酸混合物は、 8アドレナリン受容体に対しアゴニストとして作用し、脂肪細胞

中の脂肪滴の紀大化を抑制することが示唆された。

(4 )有効性

BMI25以上の被験者 86名を対象に、無作為化プラセボ対照二重富検法によ

る並行群間比較試験を実施した結果、体重、 BMI、ウエスト周閤径、全体脂肪

面積及び内臓脂肪笛積の摂取前後の変化蓑で、プラセボ欽料群と試験飲料群の群

聞で有意差が認められた。

3 今後の予定
食品安全委員会の食品健康影響評価結果を受けた後に、消費者委員会新開発食

品調査部会において審議する予定である。
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